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中
部
森
林
管
理
局
の
国
有
林
お
散
歩

マ
ッ
プ
に
は
、
岩
村
城
址
及
び
小お

り里

城じ
ょ
う
し址
（
瑞み
ず
な
み
し

浪
市
）
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
散
歩
マ
ッ
プ
も
活
用
し
て
、

歴
史
に
触
れ
る
散
策
を
満
喫
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒き
り
ん麟

が
く
る
」
は
、
美み
の
の濃
国く
に

（
岐ぎ
ふ
け
ん
阜
県
）
が

生
誕
の
地
と
い
わ
れ
る
明あ

け
ち智
光み
つ

秀ひ
で

が
主

人
公
で
す
。

　

明
智
光
秀
は
軍
事
や
政
治
、
外
交
に

長
け
た
逸
材
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
一
番
は
や
は
り
「
本ほ
ん
の
う
じ

能
寺
の
変
」。

主
君
の
織お

だ田
信の
ぶ
な
が長
を
討
っ
た
こ
と
で
有

名
で
す
が
、
生
誕
に
は
複
数
の
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
青
年
期
に
つ
い
て
は
、
史
実
に

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

少
々
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
人
物
で
す
。

　

今
回
、
光
秀
生
誕
の
地
の
一
つ
と
い

わ
れ
る
、
岐
阜
県
東と
う
の
う濃
エ
リ
ア
の
「
山や
ま

城じ
ょ
う
し址
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

東
濃
地
域
に
は
、
岩い
わ
む
ら村
城じ
ょ
う
し址

（
恵え

な

し
那
市
）、
苗な
え
ぎ木
城じ
ょ
う
し址
（
中な
か
つ
が
わ
し

津
川
市
）

を
始
め
、
約
八
十
近
く
の
山や
ま
じ
ろ城
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
城
は
、
一
五
三
〇
～
一
五
八
〇
年

代
、
山
の
中
腹
に
土ど
る
い塁
や
堀ほ
り

を
整
備

し
、
敵
が
攻
め
に
く
い
よ
う
に
地
形
を

生
か
し
て
築
か
れ
、
戦
国
時
代
末
期

（
一
五
九
〇
年
代
以
降
）
に
な
る
と
、

山
城
か
ら
壮
大
な
天て

ん
し
ゅ
か
く

守
閣
に
建
築
様
式

が
変
わ
り
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
徐
々

に
縮
小
さ
れ
、
明
治
以
降
に
な
る
と
ほ

と
ん
ど
が
廃
城
と
な
り
、「
城じ
ょ
う
し址
」
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

一
月
十
一
日
に
岐
阜
県
の
恵
那
市
明あ
け

智ち
ち
ょ
う町
、
岐
阜
市
、
可か

に

し
児
市
に
大
河
ド
ラ

マ
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
恵
那
市
明
智

町
の
ド
ラ
マ
館
は
、
明あ
け
ち知
城じ
ょ
う
し址
散
策

コ
ー
ス
沿
い
に
あ
り
、
東
濃
地
域
の
山

城
に
つ
い
て
の
展
示
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
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小里城址

岩村城址

苗木城址

明知城址

明
知
鉄
道

明
知
鉄
道

明智駅

岩村駅

恵那駅

中津川IC

瑞浪IC
中央
自動
車道

恵那IC

苗木城址から木曽川・中津川市街地【岐阜県中津川市】

岩村城址【岐阜県恵那市】

小里城址から瑞浪市街地【岐阜県瑞浪市】

◆
ア
ク
セ
ス

　【
自
動
車
】

　

○
明
知
城
址
：
岐
阜
県
恵
那
市
明
智
町
城
山

　
　

中
央
道
「
恵
那
IC
」
よ
り
約
三
十
五
分

　

○
岩
村
城
址
：
岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
町
城
山

　
　

中
央
道
「
恵
那
IC
」
よ
り
約
二
十
分

　

○
小
里
城
址
：
岐
阜
県
瑞
浪
市
稲
津
町
小
里

　
　

中
央
道
「
瑞
浪
IC
」
よ
り
約
十
五
分

　

○
苗
木
城
址
：
岐
阜
県
中
津
川
市
苗
木

　
　

中
央
道
「
中
津
川
IC
」
よ
り
約
十
分

お
散
歩
マ
ッ
プ
は
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
く

だ
さ
い
。


